
C.I.NEWS No.155
2018.03.30

発行・編集／吹田市役所 都市魅力部 地域経済振興室　〒564-8550 吹田市泉町 1 丁目 3-40

 ☎6384-1356 FAX.6384-1292

◎吹田のいいとこ見てきました！

　吹田市旭通商店街協同組合

◎連載コラム 『経営のはなし』

　「地域外から商店街に

　　　　  来街してもらうには」

◎平成30年度

　　　吹田市商工振興施策について

etc

▼吹田市旭通商店街

topicstopics



2

吹田のいいとこ見てきました！

吹田市旭通商店街協同組合吹田市旭通商店街協同組合

店舗紹介のPV（プロモーションビデオ）を制作しま

した。PVが制作されたのは「時計の美王」「福warai」

「nuinui」の３店です。お店の雰囲気だけでなく、商店

主さんの個性やお客さんと交流する様子が描かれた、

お店の魅力が詰まった映像となっています。また、「鮨

　こにし」では英語表記のポスターを作成されまし

た。英語表記のまち歩きマップも現在作成中で、これ

らの情報をホームページ（http://suita-asahidori.com/）

やYouTubeで発信し、国内外に広く宣伝します。

昨年10月28日（土）29日（日）、「すいたハロウィンフェス」が開催されました。このイ

ベントは、コスプレコンテストやアイドル等によるライブがステージで行われ、若い世代

の来街者を増やすことを目的に開催されました。当日は、参加者もSNSでイベントにつ

いて発信できるような仕組みをつくり、参加者を巻き込んだ情報発信に取り組みまし

た。

英語表記のポスター（鮨  こにし）

商店街の店舗を見学

旭通商店街は、JR吹田駅の南側に位置する商店街です。車道およそ800メートルに

100店舗程のお店が並びます。「わくわくスタンプ」事業や、商店主による「わくわく夜店

ランド」、「吹田まつり」のメイン会場となるなど、年間を通して地域のにぎわい創出に貢

献しています。アーケードには、日本一の長さを誇るドライミストや太陽光パネルが設置

され、エコへの取り組みも積極的に行われている商店街です。

また、外国人観光客の集客に向けた取り組みにも力を入れています。昨年、大阪府の

「平成29年度地域連携型商機能強化モデル創出事業」の実施商店街として採択され、

商店街全体の集客力の向上および魅力ある個店づくりを目的とした事業に取り組みまし

た。今回は、事業の主な取り組みについて紹介します。

平成30年3月5日（月）、外国人向けの商店

街ツアーを行いました。関西大学に通う外国人

留学生５名を参加者として商店街へ招き、日本

の文化を学びつつ商店街を回遊してもらいまし

た。
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＜当日のスケジュール＞

AM10:00～ 旭通商店街事務所にてオリジナル時計づくり。
 旭通商店街の店舗「時計の美王」の協力で、オリジナル時計づくりを
 行いました。

AM12:00～ 旭通商店街の店舗を見学。
 商店主の方に声をかけられる場面もあり、商品の紹介などのお話に
 興味深い様子で耳を傾けていました。

AM12:30～ 商店街の店舗で昼食。

AM14:00～ 浜屋敷にて、茶道家蓬田師範によるお茶の体験。
 本格的な茶道を通して日本文化に触れました。

外国人の視点を通して商店街の魅力を知ることで、インバウンドに向けた商店街の魅

力づくりや情報発信の方法を模索します。外国人留学生を商店街で受け入れるのは初め

てとのことですが、今後も外国人の方に商店街の魅力を知ってもらう取り組みを続けてい

く予定です。

吹田市内の産業を広く市民に紹介し、地元産業の振興をめざして開催している恒例の吹
田産業フェア。本年も多くの事業者・団体の皆様にご出展いただきます。

第35回記念イベントとして、13日（日）メイシアター大ホールにて、AI
（人工知能）、VR（ヴァーチャルリアリティ）の展示・体験が行われるほ
か、IT・IoT提供企業や導入企業による講演等を予定しています。多くの
方々のご参加をお待ちしております。

第35回吹田産業フェア が開催されます

■と　き／平成30年５月12日（土）・13日（日） 午前10時～午後４時

■ところ／メイシアター、いずみの園公園、市役所駐車場

≪問い合わせ先≫

同フェア推進協議会事務局（☎ 6369・7083  FAX 6339・4555）または、
吹田市地域経済振興室（☎ 6384・1356  FAX 6384・1292２）
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地域外から商店街に来街してもらうには

連載コラム 経営のはなし

の増加につながった効果的な取組内容（上位1

位・2位）として、「マップ・パンフレット等の

多 言 語 化 」 ( 2 7 . 7 % ) 、 「 W i - F i の 設 置 」

( 2 4 . 8 % ) 、 「 ホ ー ム ペ ー ジ の 多 言 語 化 」

(10 .6%)、「免税手続カウンターの設置」

(7.8%)、「クレジットカード等決済端末の導

入」(6.4%)、「外国人向けの観光ツアー・イベ

ントの実施」(5.0%)等が挙げられています。

これらの取組内容を実施することにより、外国

人観光客数や売上の増加に繋がる可能性が高いこ

とが示されています。

2.地域活性化に向けた２つの戦略

小長谷他編（2012）によれば、地域活性化に

向けた取り組みとして、２つの戦略があると述べ

ています。ひとつが、第１戦略「食・農業等（生

鮮品、高齢者対応、地産地消）による近隣機能の

強化」、もうひとつが、第２戦略「広域・観光機

能の開発による大型店との差別化」と言われてい

ます。

近年において、日本に来訪する外国人観光客の

数は、大幅な増加傾向にあります。商業集積（商

店街等）においても、外国人観光客の受け入れに

積極的に取り組む施設も増えつつあります。ま

た、昨年までの爆買ブームから、近頃では日本の

文化や体験を重視する観光にシフトしている傾向

にあります。

今回は、商業集積（商店街等）において外国人

観光客など、地域外の来街者を増加させる取り組

みについて述べたいと思います。

1. 地域外の来街者の動向

　 （商店街インバウンド実態調査）

（１）商店街側が考える外国人観光客が商店街を

訪れる主な理由 

　外国人観光客が商店街を訪れる主な理由は、

「商店街内または周辺に宿泊施設があるため」

（ 4 6 . 4 % ） 、 「 交 通 利 便 性 が 良 い た め 」

（46.0%）、次いで「商店街内または周辺に観

光名所（文化遺産、景勝地、温泉など）があるた

め」（36.3%）となっています。

（２）外国人観光客数増加・売上増加に効果的な取

組内容

　外国人観光客受入のための取組（インバウンド

事業）について、「取組を行っている」と回答し

た商店街において、外国人観光客数の増加や売上

【商店街側が考える外国人観光客が商店街を訪れる主な理由

（複数回答）N=730】

【外国人観光客数増加・売上増加に効果的な取組内容

（上位1位・2位）N=141】

【地域活性化に向けた２つの戦略】

出所：経済産業省中小企業庁（平成29年3月）
　　「平成28年度商店街インバウンド実態調査（概要版・モデル事例）」p.7

出所：経済産業省中小企業庁（平成29年3月）
　　「平成28年度商店街インバウンド実態調査（概要版・モデル事例）」p.20

出所：小長谷他編（2012）「地域活性化戦略」p.23

‥‥近隣機能（食・農等）の

　　強化

‥‥広域・観光機能の開発

　 （大型店と差別化）
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■ 筆者プロフィール ■

吹田市商業相談員　辻 紳一 氏

（中小企業診断士）

1969年生まれ。約20年にわたり情報シス

テムの企画・開発に携わり、2010年に中

小企業診断士登録の後、独立。専門分

野は小売業、サービス業、商店街活性化

支援。近畿圏を中心とした各地域で商業

活性化の登録専門家として活躍中。

＜コメント＞

「“問題の解決方法は、クライアントが

持っている”ことを常に意識し、“一期一

会”の気持ちをもって、“お客様との対

話”を心がける。そのような、お客様重視

の姿勢で支援いたします。」

◇◇◇  辻先生の商業相談  ◇◇◇

吹田市では商業の経営に関することについての相談

を実施しています。無料ですのでお気軽にご利用くだ

さい。

商業相談日

・庁内相談（市役所市民相談室 中層棟１階 6番窓口）

　　　　  …毎月第３木曜日 午後１時～午後５時

・庁外相談（巡回相談）

　　　　  …毎月第２・４木曜日 午後１時～午後５時

相談は予約制で、相談時間は３０分～１時間程度です。

相談を希望される方は地域経済振興室までご連絡く

ださい。

4.地域外から商店街に来街してもらうには

外国人観光客は、旅先において非日常的な体験

を求めています。それは、特別なことを提供する

必要はありません。私達の何気ない日常的な生活

を体験してもらうだけで、興味を抱き、非日常的

だと感じてもらうことに繋がります。

今後、地域外から商店街に来街してもらう取り

組みにおいて、JR吹田周辺にある地域資源は十分

に利用価値があると思います。ただし、その活用

には情報発信は欠かせません。まずは、商店街周

辺にある地域資源の情報発信から始めることが地

域活性化の第一歩であると確信しています。

第１戦略では、地域住民の来街を促す取り組み

であり、地域住民ニーズの生活基盤（生鮮三品な

どの購入等）を支えるアプローチとして考えるこ

とができます。一方、第２戦略では、観光・体験

等のコトを重視させた新たな来街者を呼び込む取

り組みであり、観光機能を活用したアプローチと

なっています。

先程の商店街インバウンド実態調査の結果から

も、商店街にて外国人観光客数の増加や売上の増

加につながった効果的な取組内容として、「マッ

プ・パンフレット等の多言語化」「ホームページ

の多言語化」「外国人向けの観光ツアー・イベン

トの実施」などがあり、まさにこれは第２戦略の

取り組みにあたります。

JR吹田駅周辺には、地域観光資源（高浜神社、

浜屋敷、アサヒビール工場等）が豊富にありま

す。よって、その周辺の商店街においては、第２

戦略（観光機能を活用したアプローチ）の取り組

みが可能であるといえます。

3.観光化機能に活用できる５つのカテゴリー

また、地域の観光資源以外にも、商店街の特徴

を上手に活用することにより、地域外からの来街

者増加に成功した商業集積（商店街等）を取り上

げます。以下は、商業集積において観光化を実践

する１５地域の特徴をカテゴリー別に整理した図

となっています。「景観整備」「美術・芸術」

「食」「民族文化」「アニメ」の５つのカテゴリー

を切り口とすることにより、商店街の観光機能と

して活用することが期待できます。

【観光化を実践している商店街の特性】

出所：中井郷之（2015）「商店街の観光化プロセス」p.154 
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吹田市商工ガイドブック（平成30年度改訂版）を発行します。

《問合せ先》

吹田市役所 都市魅力部 地域経済振興室（316番窓口）

TEL:06-6384-1356　FAX:06-6384-1292

商工業者、事業所、企業、従業員の皆さまが吹田市の施策

をご利用になる際の手引書として、各施策・支援制度の概要

を紹介するため、「吹田市商工業施策ガイドブック」の平成

30年度改訂版を、平成30年４月中旬に発行します。

ガイドブックは吹田市役所３階地域経済振興室窓口にて

配布します。
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